
NEZASHI ‒ ００６ 

朝と夕方で違いを感じますか？ 

まとめ（なぜ気になるのか）


・品質維持：同じ設定でも、朝と夕方で糸や製品の出方が変わることがあるため

・設備安定：立ち上がり直後の不安定さや、一日の稼働で積み上がる変化が機械の
反応に出ることがあるため

・判断補正：数値が同じでも、時間帯によって見るべきポイントや注意の置き方が
変わるため


この資料でわかること


・朝と夕方の違いは一律ではなく、工程・素材・設備・現場環境によって感じ方が
分かれる

・一方で、「朝は立ち上がり」「夕方は積み重なりを見る」という見方は多くの現
場で共通している

・大切なのは、時間帯そのものではなく、その時間帯に何が変わっているのかを見
極めること である


─────────────────────────────────────


基本情報 

・テーマ：朝と夕方で感じる違い


・比較対象：同じ日でも、朝と夕方で糸・機械・製品の出方に違いを感じるか、そ
の際に何を見てどう判断するかという現場差

・対象範囲：紡績・織布・編立・染色・整理加工など、時間帯による変化の出方が
異なる現場

・情報収集方法：現場ヒアリング（現職者、経験者の両方を含む）、運営による整
理、既存の実務資料の再構成

・注意：本資料は一律の正解を示すものではなく、同一日の時間帯差に対する受け
止め方や対応を、工程・素材・設備条件ごとに比較するための記録です。
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─────────────────────────────────────


用語の整理 

【時間帯差】


同じ日・同じ工程でも、朝と夕方で糸の動き、機械の反応、製品状態、作業感覚な
どに差が出ること。

温湿度だけでなく、立ち上がり直後か、稼働が積み上がった後かという違いも含
む。


【立ち上がり】


始業直後や再開直後の、機械・材料・現場環境がまだ安定しきっていない状態。

朝の判断は、この立ち上がりをどう見るかと強く結びついている。


【累積変化】


一日の稼働の中で、熱、湿気、摩耗、汚れ、作業負荷などが少しずつ積み重なって
現れる変化。

夕方の違和感は、この累積変化として受け止められることが多い。


─────────────────────────────────────


共通していた考え方 

・朝と夕方では、何らかの違いを感じるという現場が多い

・違いは、設定値そのものよりも、糸の表情、機械の反応、製品の出方として捉え
られることが多い

・朝は立ち上がり、夕方は積み重なりを見るという意識が共通して見られた


─────────────────────────────────────


判断が分かれやすいポイント 

・明確に調整する現場と、数値は変えず見方や確認頻度で対応する現場に分かれる
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・朝の方が不安定と見る現場と、夕方の方が乱れやすいと見る現場に分かれる

・差の原因を環境変化に重く置く現場と、人や稼働の積み重なりに重く置く現場に
分かれる


─────────────────────────────────────


現場でよく見られた判断 

【基本的な考え方】


・朝は糸や機械がまだなじんでいない感じがある

・夕方は一日回した分だけ、張りや通りに癖が出てくる

・朝は慎重に立ち上げ、夕方は乱れの蓄積を見る

・数値より先に、音、切れ方、布面、手触りで違いを感じる


【工程ごとに違いが出やすいポイント】


・紡績：糸のまとまり、静電気、飛びやすさ、切れやすさに差が出やすい

・織布：張力、開口、糸切れ、風綿、機台音の変化に差が出やすい

・編立：編み始めの安定性、寸法、糸の滑り、熱や油の影響に差が出やすい

・染色・整理加工：温度の立ち上がり、乾燥の進み方、仕上がりの風合い、設備の
熱の乗り方に差が出やすい


【中間対応・必要時対応】


・朝は立ち上げ後しばらく見回りを増やす

・夕方は切れ方や音の変化を丁寧に拾う

・数値は同じでも、朝だけ慎重に速度を上げる

・夕方は不良の出方や製品寸法を少し細かく見る


【停止前後・切替時の判断】


・朝一番の立ち上げでは、糸や機械が落ち着くまで急がない

・休憩後の再開時にも、朝に近い見方で慎重に見る

・品種切替が朝か夕方かで、同じ条件でも出方の読み方が変わる

・夕方は「今日一日の積み重なり」として、少しの違和感も拾いやすくなる


─────────────────────────────────────
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現場で行われている“ならわし” 

・朝一は、まず無理をさせない

・夕方の乱れは、その日一日の答えとして出る

・数字が同じでも、朝と夕方では顔が違う

・朝は立ち上がり、夕方は疲れを見る


─────────────────────────────────────


なぜ判断が分かれるのか 

朝と夕方の違いは、気温や湿度の変化だけでなく、機械の立ち上がり、熱の蓄積、
汚れや風綿の積み重なり、作業者の感覚や疲れなど、複数の要因が重なって現れま
す。

そのため、明確な設定変更を行う現場もあれば、日中の見方や運転の仕方で吸収す
る現場もあります。


・原料の違い：素材の種類、番手、毛羽、撚り、吸湿性によって、一日の中での変
化の出方が異なる

・設備の違い：自動制御の有無、機械の熱の持ちやすさ、立ち上がりの早さで感じ
方が変わる

・環境の違い：外気温、湿度、日射、換気条件、建屋構造によって朝夕差の出方が
変わる

・工程の違い：紡績・織布・編立・染色整理で、朝夕差が出やすい対象が異なる

・稼働条件の違い：始業時刻、休憩の入り方、昼夜稼働、人員体制、当日の負荷で
感じ方が変わる


─────────────────────────────────────


活用の視点 

現場で


・朝と夕方で「何が違うと感じているか」を現場内で共有する

・設定変更ではなく、見回りや確認ポイントの見直しに活かす

・ベテランの感覚に頼りやすい時間帯差を言葉にして整理する
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教育機関で


・同じ設定でも時間帯で出方が変わることを学ぶ教材にする

・立ち上がりと累積変化という考え方を学ぶ授業素材にする

・現場での「見る力」がどのように育つかを学ぶ事例にする


行政・支援機関で


・現場改善や品質安定支援のヒアリング視点として使う

・一日の中で起こる変化をどう見ているかを整理する資料にする

・経験知に依存しやすい時間帯差の読み方を共有する参考にする


─────────────────────────────────────


判断のヒント 

□ 朝と夕方で、糸・機械・製品のどこに違いが出やすいか現場で共有できている
か

□ 朝の違和感を、立ち上がり由来として見ているか

□ 夕方の乱れを、一日の累積変化として見ているか

□ 数値変更だけでなく、見回り頻度や確認ポイントの見直しで対応できる場面は
ないか

□ 休憩後や切替後など、朝夕差に近い場面も同じように見られているか

□ 環境変化と、稼働の積み重なりを分けて考えられているか

□「朝は立ち上がり、夕方は疲れを見る」という感覚を、言葉にして共有できてい
るか


─────────────────────────────────────


判断のために 

朝と夕方の違いは、「朝はこう」「夕方はこう」と一律に決められるものではあり
ません。

重要なのは、どの条件で、どの変化が、糸・機械・製品にどう現れるのかを見極め
ながら、どこまで、何のために対応を変えるかを判断すること です。


本データは、複数の判断や考え方を前提条件ごとに整理したものです。

条件が異なれば、最適な選択も変わります。
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あなたの現場では、どの判断が近いでしょうか。
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